
特別展 福武 コレクシ ョン

会期 昭和62年 5月 26日(火)-7月 19日(日)

渋谷区立松濤美術館



二人の赤ん坊(923年 )

説解

近代日本の美術は、ヨーロッパ、とくにフランスのjl:倒的景夕響のもとに展開してき

ました。黒||li青輝、 市llll:郎助をはじめとする多くのllll家がノヾりに ′ヽんだことは用

知Iの如lくです。それに比 して、 j_術における日本とアメリカとの関係は小サ:めて稀|サ

で した。アメリカの美術「l体が、今ll紀初頭か」,、ヨーロッパの景夕響を1'としつつ、

独自の展F・|を始めるに至ったのであり、その展開も1世界的には辺l光の|11米liとぃう
べきもので、 日本の美彿i界も無視した1二等しいとてヽえます。

しかし、H本 とアメリカとυ)美術|二お|する1劇係が皆

`‖

であ ,́たわけではなく、ア

メリカ美liが独ド|の展開を始めたこの時期(二、アメリヵでい
Fび、アメリカ美術界て'

i舌躍 したII本人たちがてヽます。1可l'f康上ri、イ1■1栄ム劇:、11i水令 と、野||1失ノ(などで

す。彼らは、黒llIやl�]lllじ,のヨーロッパ|二十′iだ口1家の多くが留学
′i:として恵まれ

た条件のもとで学んだのに対して、 もともとⅢl家|二なることなどケえず、移民 とし

て T́くして渡米し(lI系l‖|の野|||を除 く)、働きながらrr´

`｀
な力'で美術に女Jする限

を開いていったのてす。なかでも、アメリカ美術の改革竹 アメリカ近rtネ会画をfヽ

表する「1家として、アメリカ絵 ll史に大きな足跡を残した‖本人、それが1可占康雄

で した。

|■lデf康左1たは、1889年 (明治22)に同lll市の1有人の 「として′|:まイl、活
`し
て、 多少

冒険好きな、 そして、外国への性れを抱 くロマンチ ンクな少年として成ltしました。

1906イ11(り1治39)、 |‖占は,1い

'「
業学校を||づ量し、 共計|の習イ|}という洪然たる志を

抱いてir身渡米しました。初め(1スポーケンの汽関11庫、ついで、シアトルて'ビルの

ポーターなどをしながらミッション ・スクールに通い、翌年、ロスアンジェルスに

移り、ホテルや果樹同で働きながら公立:学校に

'重

いました。ここでイ(ri lllな:1葉を

補 うために描いていた絵が 教師の眼にとまり、美術学校への入学を勧め」,れま

した。1可rfは、 その勧めにしたがヽヽロスアンジェルス美lirri交に転じ、 311後 、ニ

ューヨークにIPlて、ナショナル・アカデ ミーなどに学びましたが、この1樹、′I:活に

追われ、ョーロッパ絵画の動向をアメリカに伝えたアーモリー ・ショー (191311)を

見逃すことになりました。1916年、アー ト・ステューデンツ・リーグに入学した国

占は、 411‖り、ケネス・ヘイズ・ミラー という優れた師のオ旨導をうけました。

1917年、独立:美術家協会展に||1占「lした国II「は、近代絵ILの良き
'1解

考ハ ミルトン

・イースター ・フィールドの知1遇をイ||、 そのクビ(1922イ11)まで援助を受けました。そ

して、192211に、初の個展をダニエルlh ttFで開き、クri‖1をイ||て、この後、同Ⅲl廊で

ほぼ毎11の様に個展を開き、メンバー展にI!1占IIしました。

1925年と192811の2111、国占はパリを嗜!心にヨーロッパを訪れ、 ビカソやスーテ

ィンらと交わりました。 とくに、ニューヨークで |1交のあったパスキンに、モデル

を使っての制作を勧められたことは、大きな転機 となりました。それまでの国:liの

l ll瓜は、1・や鳥 ・花や r供などの牧歌的モチーフを簡1明なフォル′、で才高いたプリミ

ティブなlll風で、色彩も黒や褐色を基J・lとした11調なもので した。このH十以後、モ

チーフは女性 と静物が多くなり、色調も中間色を加えてlllを広げました。 とくに、

女111像は、官能的な中に、・1時のアメリカ社会が抱えるイく安を浮き川夕りにするかσ)

ような退廃 と憂愁の情感あふれるものがあ ります。

椅子の上の ロールバン(930年 )

バングナをつけた女(936年 ) 二 匹 の 大 の い る風 景 (945年 )



ヨーロッパから戻った 1/11929年
、1可::fはニューヨーク近

rt美術館での 「19人の現在アメリヵ(1:家展Jに 最
`li少

て
゛
進

ばれ、「アメリカのμl.家」 としての地位が確ウ:されました。

その 方で、193111に父の病気/L舞いと個展開IIの為に、
‖I の帰IJをしましたが、日本の美術界、高まる11:IJ〕i義

の風潮に失望 し、「|1本に属 していない」 と感じつつ、
)'イ

li

アメリカヘ戻ったのでした。

アメリカに戻ってかじり、女との日ilxlt、グニエル画廊0)|ガJ

店、アメリカン ・グループの結成など身
'」

は慌ただ しい

ものがありましたが、11作活動はLやんて'あり、1934年には

ベンシルヴァニア ・アカデ ミー ・オブ ・ザ ・ファイン ・ア

ーツσ)1'次展でテンフ
:ル・ゴールド・メグル (1午■)(1、

193911にはカーネギー ・インスティテュー トυ)日際絵画をそ

て
・ 1等′

itなど0)受ttを重オュました。 こυ)|ハl、 ||イ(月イ系|まlど

化の 途/r2たどり、つぃに、194111には‖イくがメ〔I朱湾攻'撃

を行なt 、ヽ 日:lfは敵11:1可民 となりましたが、アメリヵン・

グルーフをはじめ口1家たちは ‖:liを支持 し、|‖II「「1身も‖

木1句け短i皮放送で自||li:義・民 li ii義のクF穫を訴えました。

この戦時 ドの1944年、|‖占は、カーオ、ギー ・インスティテ

ュー トのアメリヵ介衆国絵画展で ‐等賞を獲11しました。

このり1のf午占Ilには、llk争の1夕響をうけ、彼の内なる不安 ・

ル∵′脳を象徴するものが感じご)れます。

戦後は、194711にアメリカ美術家剰イ)の初代会1こに1眈イ千

194811にはホイントニー美術館て大|:口J:展が1月かれ、名実

ともにアメリカをr 表ヽするり11家となりましたが、同時に、

口1風も大きく変化し、色彩は鮮|りlとなり、モチーフとして、
′
英41的なも0)て

｀
はなくイ反1角iのこ化印Fがれ卜ん(1くヽ場1‐るなど

'|の
象徴性を増 していきました。

しかし、 このl試みを進求する‖「えもなく、19531:5サ114日、

11セロのたサラに見とられ、ガンのためニューョークにi曼

しました。

|‖::「は、「型、の美1キ「修業と教育はア文りヵの学校と精神と

に

`tう

ている。利、のll l作方法や想、想は、f也のアメリカ人と

少しも辻わないJ と,上べる如|く、アメリカの口i家として63

11の′I:洲:を終えたのです。

本展は、 1!!「康ll σ)′|:地司山市に本社をFiく福武:年層fの

コレクションの中から、 1占

"ユ

IFの油|1彩、素1出、1阪Ⅲl、
′
ヴ

タ̀tを選び陳
'1い

たします。

本展をjlilして同1!f康雄の優れた口1業をうかがえるものと

せ、います。

フラ カフ ェ(94年 )

乳 し(まり (922年)

年 ■‐‐E

11:亀1.血∫
i彙謳■爆儡鵞鐸

Ⅲ=

博覧会の天丼(939年 )安眠を妨げる夢(948年 )
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国 吉 康 雄 略 年 譜

9サ1111、 卜ti lllljに′|:まオ■る。

曇 夕 」まr鯵 穿1滞 +櫻
j寧

益 h鼎 (さん 等
'公 ぼ 掛 交で 学 び 、グ 年 、ロ

ニ ュー ヨー クヘ 移 り、 以 後 の 数年 をナ シ ョナ ル ・ア カデ ミー な どで

働 きなが ら学 ´
'ミ
。

アー ト ・ス テュー デ ン ツ ・ソー グ に入rF、 ヶ ネ ス ・ヘ イズ ・ミラー

のオ旨導 を うけ る。

独 il美 術 家 協会 展 に出 !tメI、ハ ミ′レトン ・イー ス ター ・フ ィー ル ドの
矢ll遇を え る。 また  パ スキ ン と矢lIりあ う。

ダ ニエ ルInl廊で 初 の個 展 。以 後 、1931年 まで 同 l中廊 で 断 続 的 に開 く。

最 初 の ヨー ロ ッパ旅 行。 パ スキ ンの助 言 に よ リモ デ ル を使 っ ての 制

イ1:を好)め る。

2皮 ‖の ヨー ロ ッノ跡k`i。 リ トグ ラ フ を盛 ん に制 作 す る。

19人 のFjlrlァ メ リカfl:家展 に最 年 少 で 選 ば れ て出 |キザ!。

日本 に帰 り、 東 京、大阪 で個 展 開催 。 翠11、 ア メ リカ に戻 る。

アー ト ・ステ ュー デ ン ツ ・リー グの教 師 にj型え られ る。

ベ ン シルバ ニ ア ・ア カデ ミーー オブ ・ザ ・フ ァ イン ・アーーンの イ11次展 て
'

特 賞 、ロ スア ンジェ ル ス・カ ウ ン テ イ美術 館 の 年次 展 て
・1等賞 を受

′
rt。

カー ネギ ー ・イン ステ ィテ ュー トの 国 際 絵 ド1展 で 1等賞 、 ゴー ′レデ
ン ・ゲー トIJ l際展 の ア メ リカ部 門 で ‐

等 賞 を受 賞 。進 歩 的 美術 家 IJ

体 ア メ リカ ン ・グ ルー プ の 会 長 に就 任 。

編194「たIT・4ま′食晨メ1晨蔽ム2ifι宅籐艦TIF町
Ю号

赫 ろ2こ 1:1組 全 讐 ρ

の 雄 会 長 に就 任 。 第 ル ・トー スカ獅 競

話喘 33 
イ ツ トニ ~美 術 館 で 、現 存 竹家 と して初 の 「1顧展 開催 。

酪 :4 

桐 ラ ・ トー スカ美 嚇 故 ダ 畔 姪 賞 。     地 下 4階

H召村85  

‖の ア メ リカ絵 画 1950年 展 で 「鯉 の ぼ りJ力 '1等 賞 受賞 。

■953 5月 14H、 胃 ガ ンの た めニ ュー ョー クで 死 去 。 'F年63才 。
‖

“

不‖28

●6月 6日 (土)午 後2時 ～
「国吉康雄の人と芸術」

武蔵野美術大学教授 桑 原  住 雄 氏

●7月 4日 (土)午 後2時 ～
「アメリカに学んだ画家たち」

評 論 家 石 垣 綾 子氏

松濤美術館 ・平面図

地下2階

2階

1階

講
　
演
　
会

特別陳列室
(第二会場)

∨

ロビー

図内案
◎会  期

◎体 館 日

◎開館時間

◎入 館 料

昭和62年5月 26日脚～昭和62年7月 19日(日)

※会期中陳列替をいたしま軌

第2日 曜日及び他の週の月躍日

6月 /1日 偶)。8日 偶)。14(日)・22日個)・29日個)

7月 /6日 (月)。12日(日)

午前9時 ～午後5時 (ただし、入館は4時 30分)

個 人 団体 (20人以上)

般 200円 160円

小中学生 100円 80円


